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※本稿は，公共図書館で働く視覚障害職員の会(なごや会)会報第28号(2008年8月10日発行)に執筆したものであるが，出稿後に参加したアイダス協会研修会(2008年7月27日，視覚障害情報機器アクセスサポート協会主催)でいくつか新しい情報を得たので，それらを注a～注eとして加筆している。

　DAISYが実用化されてまる10年になる今年，小型のDAISYプレーヤーが相次いで発売された。3月にKGS株式会社がBF-VOICEを発売。6月には有限会社エクストラが，カナダ・ヒューマンウェア社のVRストリームの輸入販売を開始した。すでに株式会社アメディアが，スイス・ボーンズ社のDAISY対応おしゃべりレコーダーを2006年11月から輸入販売しているので，国内で入手できる小型DAISYプレーヤーはこれで3機種となった。選択肢が増えたのは事実だが，これらは本当にユーザーを満足させる製品なのだろうか。
　実は私は，この3機種とも購入していない。勤務先にある展示品を短時間触って評価しただけである。その中で，おしゃべりレコーダーとBF-VOICEは機能的に満足できない部分があって，購入を見合わせた。VRストリームに私は他の2機種よりも高い評価をしているが，この製品はまだ正式版が出ていない。日本語テキストの合成音声読み上げやADPCM形式の音声の再生速度変更など一部の機能を先送りした“プレリリース版”の段階なのである。また，シナノケンシ株式会社も小型機PTP1(注a)の発売を予告していることから，今はそれらの動向を見守っているところなのだ。
　本稿は，そんな私がこれまでに得た情報をもとに，現状の3機種の比較を試みたものである。どの製品についても，長い時間使い込んだ結果ではないこと，評価の基準が私の個人的視点に偏っていることを，あらかじめご了承いただきたい。また，これらの製品はいずれもDAISYプレーヤー以外にMP3音楽プレーヤーやICレコーダーとしての機能も持つが，本稿ではDAISYプレーヤーの面に限って論じている。
注a：シナノケンシは，この新製品の仮称を当初「PTW1」としていたが，その後「PTP1」に変更したようである。

１．小ささの勝負

　小ささという点では，おしゃべりレコーダーが85×54×14mm，49gで断然トップ。BF-VOICEは107×68×15mm，110g，VRストリームは116×66×23mm，170gである。
　ただ，小さいほど優れているかどうかは検討を要する。おしゃべりレコーダーは，操作キーがとても少ない。主な操作は，本体正面にある5つのキーだけで行う。他の2機種と違ってテンキーを持たないので，ページ数を指定してのジャンプができないなど機能的制約がある。そしてもっと重要なことは，少ないキーで多くの操作を行うため，2つ以上のキーの同時押しを多用している点だろう。例えば，音量の上げ下げにも2つのキーを同時に押さなければならず，操作が煩雑で覚えにくいといわざるを得ない。これが，おしゃべりレコーダーの小ささゆえの弱点なのである。
２．メディアはICメモリ
　小型DAISYプレーヤーには，DAISY図書CDを直接挿入することができない。そのかわりどの機種でも，DAISY図書のデータをSDカードにコピーして聞くようになっている。SDカードとは，デジタルカメラなどによく使われる，小さなICメモリカードである。記憶容量はいろいろな種類があるが，おしゃべりレコーダーとBF-VOICEは2GBまで，VRストリームは8GBまでのSDカードが使用できる。また，BF-VOICEは，1GBの内蔵メモリにも図書データを置くことができる。
　問題は，CDの図書データをSDカード(または内蔵メモリ)にコピーする操作だ。おしゃべりレコーダーとVRストリームの場合，この作業にはパソコンが必須だが，BF-VOICEでは，パソコンを使う方法のほか，専用のCDドライブ(注1)を直接BF-VOICEに接続してデータをコピーすることができる。普段パソコンを使い慣れないユーザーにとって，この設計は注目に値する。さらに，BF-VOICEとCDドライブをつないだままの状態で，データをコピーするのではなく，CDの図書を直接再生することもできるので，自宅などプレーヤーを持ち運ぶ必要のない場合には，これも便利な使い方といえるだろう。
注1：専用のCDドライブのかわりに，シナノケンシのPTR1，PTR2を接続しても同様に使えたとの報告がある。

３．MP3以外のDAISY図書は聞けるか
　同じDAISY図書と括られるものの中に，音声の圧縮方式の違いにより，いくつかの種類がある。今の主流といわれるのがMP3で，これは3機種のプレーヤー全てが対応している。ところが，一世代前のADPCMに対応しているのはVRストリームだけである。DAISY普及の初期のころ，Sigtuna 2で製作された図書のほとんどはADPCMであり，それは今でも図書館の蔵書に少なからず残っている。おしゃべりレコーダーやBF-VOICEでは，このやや古いタイプのDAISY図書が聞けないという事実は大変重要だ。また，録音時間がごく短い場合には，音質重視でPCM(無圧縮)の図書が作られることもある。おしゃべりレコーダーは，このPCMにも対応していない。(注2)
　データ圧縮技術の進歩により，音質をあまり落とさずにデータをより小さくすることが可能になってきている。DAISYは，音声圧縮を含め一般のコンピュータ技術をベースに組み立てられたシステムであるため，一般の技術の進歩を容易にDAISYにも活かせるという特長をもっている。これはすばらしいことだ。だが，新しい方式を取り入れる一方で，古い方式を簡単に捨て去ってしまうのは問題である。例えば，ワープロソフトのバージョンが上がっても旧バージョンの文書ファイルが読み込めるのと同じように，「DAISYプレーヤー」の看板を掲げる以上，古いタイプの図書への対応もしっかり続けていくべきだと私は主張している。
注2：音声圧縮がMP3かどうかは，パソコンでDAISY図書を構成するファイルのリストを見れば容易にわかる。音声ファイルのファイル名の終わりに付く文字が「.mp3」ならMP3方式，「.wav」ならADPCMまたはPCM方式である。ADPCMやPCMをMP3に変換することは，Plextalk Recording Software(PRS)などのDAISY編集ソフトを使えば可能だが，小型プレーヤーで聞くためだけにそのような操作をするのは，手間も時間もかかり過ぎ，あまり実用的ではないといってよいだろう。
４．再生速度は上げられるか

　耳の読書に慣れたほとんどのユーザーは，再生速度を上げて聞いている。いわゆる早聞きである。従って，再生速度をどの範囲で変えられるかは，読書機の良し悪しを判断する大事なポイントとなる。VRストリームは3倍から0.7倍，BF-VOICEは約2.5倍から0.4倍(説明書に記載がなかったため私が実測した値)で，この2機種は合格点。これに対しおしゃべりレコーダーは，再生速度を上げ下げする機能をまったく持っていない(注b)。読書機としては相当苦しい設計である。
注b：おしゃべりレコーダーは，2008年秋の新製品で，再生速度が可変になるなど，機能の向上が図られるとの情報がある。

５．早戻し・早送り，フレーズ移動
　読書のためのプレーヤーと音楽のプレーヤーで使い方が大いに異なるのが，「戻し」「送り」の操作である。読書では，「あっ，今のところがよくわからなかった…ちょっと戻して聞きなおそう」とか，「ここはもういいから，ちょっと先へ進めて」といった操作をよくする。音楽を聞く場合には，こういう使い方はめったにしない。早戻し・早送りは，読書機としてのプレーヤーの最も基本的かつ重要な機能なのである。では，3機種はこれをそれぞれどう実現しているか。
　一番納得のいく設計は，VRストリームだ。[再生・停止]キーのすぐ左に[戻し]キー，すぐ右に[送り]キーがあり，[戻し]・[送り]を短く押すことで，前後に5秒ずつ移動する。また，これらを押し続けると，押している間移動し続ける。まさにテープレコーダー感覚である。これに加え，テンキーの[2]・[8]キーで移動単位をフレーズ(注3)に合わせれば，[4]・[6]キーで1フレーズずつ前後に移動できる。

　BF-VOICEでも，[再生・停止]キーの左右に[戻し]キーと[送り]キーがあるが，これらは最低レベルのセクション移動に使うもの。ちょっと戻そう，ちょっと送ろうと思ってこれらを押すと，前後の見出しの頭まで飛んでしまうので要注意だ。テープレコーダー感覚のいわゆる戻し・送りに相当する操作はない。フレーズ移動は，テンキーの[7]と[9]で行う。キーの配置が，操作面の上の方に[再生・停止]キーなど，下の方にテンキーが並んでいるため，[再生・停止]キーとフレーズ移動のキーが遠く，使い勝手がいま一つである。また，このフレーズ移動が，1フレーズごとに正確に行われないことがたまにあるように感じた(注4)。KGSでも，BF-VOICEのフレーズ関係の動作に不具合があるかもしれないと認識しているようで，現在確認を進めている模様である。
　おしゃべりレコーダーにも，テープレコーダー感覚の戻し・送りの操作がない。フレーズ移動は，[再生・停止]キーのすぐ上の[録音]キー(注5)またはすぐ下の[モード]キーを何回か押して移動単位をフレーズに合わせ，[再生・停止]キーの左右にある[戻し]キーと[送り]キーで行う。セクション移動やページ移動の直後ではワンタッチでフレーズ移動ができないので，とても不便に感じた。
注3：フレーズとは，DAISYの録音時に，音声の間をとらえて自動的に付けられる区切りのこと。文章中の句点や，大きな区切りの読点の位置に，ある程度一致する。また，目次や索引，表などの音訳では，1項目が1フレーズになるように意図的に編集し，使い勝手をよくする手法がある。
注4：BF-VOICEの取扱説明書のフレーズ移動の項には，「10秒ほどの区切りのよい箇所にフレーズが設定されています」との表現が見られ，本機でいうフレーズがDAISYの本来のフレーズと一致しない可能性を示唆しているとも読める。また，編集の過程でフレーズのカット＆ペーストを行ったDAISY図書をBF-VOICEで再生すると，音声の一部が聞こえなかったり順序がおかしくなるなどの現象が見られたとの報告がある。さらなる検証が必要であろう。
注5：このような操作に[録音]キーを使うのは奇妙に思われるだろうが，実は[再生・停止]キーを中心に4つ並んだ[録音]・[戻し]・[送り]・[モード]のキーは，プレクストークやビクタリーダーのテンキーの[2]・[4]・[6]・[8]を模した配置になっていて，働きもそれらに類似している。ただ，[2]に相当するキーはメモなどの録音にも使うため，[録音]キーと呼ばれる。
６．セクション移動
　音楽CDプレーヤーでもiPodのような音楽プレーヤーでも，前後の曲の頭出しのキーが必ず付いている。だが，daisyのセクション移動は，これとは大いに異なる。daisyのセクションには階層レベルが設定できるからだ。章など大きな見出しをレベル1，その中の節をレベル2，さらにその中の小さな見出しをレベル3といった具合に編集する。セクションのレベルはDAISYを特徴付けるものであり，最重要機能といってよいだろう。
　ところが，BF-VOICEではこのセクションのレベルは無視されてしまい，常に全部のセクションに移動，すなわち最低レベルでのセクション移動しかできないのである(注c)。小説や簡単な編集の雑誌などを聞く際にはさほど大きな問題はないかもしれないが，教養書・実用書などで何階層も使って編集してあるような図書の場合は，相当使いづらい。この点は，非常に残念な設計である。
　なお，おしゃべりレコーダーとVRストリームは，各階層レベルでのセクション移動を当然にサポートしている。

注c：KGSは2008年7月，セクション移動の階層レベルが設定できるよう，BF-VOICEのファームウェアを改良したとのこと。操作は，再生中に[戻し]キー・[送り]キーを押すとセクション移動，再生を停止しているときに[戻し]キー・[送り]キーを押すと階層レベルの上げ下げとなる。
７．グループ移動

　グループとは，セクションよりも小さな区切りとして，箇条書きの各項目や図表・注などの前後に付けるものである。グループ単位の移動機能については，3機種のプレーヤーそれぞれに問題をかかえている。
　まず，BF-VOICEにはグループ移動機能がない。セクション移動でも階層レベルを無視する設計なので，グループをサポートしていないのは仕方がないのかもしれない。

　つぎに，おしゃべりレコーダーであるが，移動単位の一つとしてグループも選択できると説明書には書かれているが，実際に試してみるとうまくいかない。グループを使用しているDAISY図書を入れても，移動単位の選択肢にグループが現れないのである。国際規格といわれるDAISYだが，グループの記述方法について日本とスイスで考え方の違いがあるのかもしれない。この問題については，輸入販売元のアメディアに1年以上前から問い合わせをしていて，同社でも問題があることは認識しているが，いまだに原因も対処法も明らかにされていない(注d)。
　VRストリームは，グループ移動をサポートしているが，その動きが日本(プレクストーク系)と少し違うので注意を要する。日本では，グループはセクションの内側の区切りなので，グループ移動をするとセクションの区切りにも止まるのが自然と考える。ところが，カナダ・ヨーロッパでは，グループ移動はセクションの区切りには止まらず，従ってセクション内にグループがなければグループのある所まで飛んでいくのを自然と考えるらしい(注6)。この動作の違いは，1999年にビクタリーダーが日本で発売されたときに明らかとなった。VRストリームも，ある意味当然にカナダ・ヨーロッパ式を引き継いでいる。一方，日本のDAISY図書はずっと日本式の動作を前提に製作されてきているので，VRストリームで聞く場合，図書によっては不便を感じることになる。シナノケンシのPTR2は，日本向けでは日本式をデフォルトとしているが，ヨーロッパへ輸出するために，カナダ・ヨーロッパ方式にも切り替えられるようになっている。VRストリームもこれに倣い，切り替え可能にする必要があると，私は輸入販売元のエクストラに提案しているところである。
注d：2008年7月のアイダス協会研修会で，アメディアは，おしゃべりレコーダーが移動単位にグループをサポートしているという日本語版取説の記述は誤訳によるもので，実際にはグループはサポートしていなかったと報告した。
注6：私は，日本式を強く支持している。カナダ・ヨーロッパ式では，グループを何の目的にどのように使うことを想定しているのか，私はいまだに理解できないでいる。章や節とは独立したコラムなどにグループを付けるのであろうか。それにしても，本文を飛ばしてコラムだけを次々に開いて読むようなニーズは，そう頻繁にはなさそうだし，そのようなニーズに応えるなら，目次内にコラムの目次を作り，ページで飛べるようにすれば足りるのではないかと考えている。
８．ページ移動
　前述のように，おしゃべりレコーダーにはテンキーがないので，ページについては，前後1ページ単位の移動ができるだけである。これに対して，BF-VOICEとVRストリームは，テンキーによりページ数を指定して直接ジャンプすることが可能である。
　ところが，VRストリームでは，指定できるページ数が最大「999」という制約のあることを発見した。墨字図書で1000ページ以上のものは辞書類などごく稀なので，ページ数は3桁までで足りると考えたのであろう。ところが，DAISYでは検索性をよくするため，墨字原本とは異なるページ数を付ける手法がとられることがある。例えば，墨字で上下巻に分かれている本を1タイトルにまとめ，上巻のページ数を1001ページから，下巻を2001ページからとするなどである。日本点字図書館発行の聖書のDAISY版では，書番号・章番号・節番号にそれぞれ2桁を当て，全部で6桁のページ数を付けている。このように工夫されたDAISY図書を利用するには，3桁までのページ数では不足なのである。この点，エクストラに改善を提案しているところである。
９．複数の図書を入れる
　DAISY図書CDで，１枚のCDに複数のタイトルを入れることをマルチタイトルと呼ぶ。同様に，SDカードに複数のDAISYタイトルをコピーしてそれらを切り替えて聞くことが，3機種いずれでもできるようになっている。鞄に本を数冊入れて出かけるのと同じだ。だが調べてみると，ここにも機種ごとに機能の違いがあった。
　タイトルを切り替えたとき，VRストリームでは前の続きから再生が始まる。しかし，おしゃべりレコーダーとBF-VOICEではタイトルの最初からになってしまうので(注e)，タイトルを切り替える前にしおりを付けておくなどの対策が必要となる。まずこの点で使い勝手が大きく異なる。
　もう一つ重要なのは，複数タイトルをどのようにSDカードに入れるかだ。VRストリームとBF-VOICEでは，タイトルごとのフォルダを単純にSDカード内に並べてコピーすればよい。しかし，おしゃべりレコーダーの場合は，これだけではうまくいかない。SDカードに「ここには何と何のタイトルが入っています」という情報を記述したdiscinfo.htmlというファイルが必要なのだ。コピー元のCDがマルチタイトルで，その内容をまるごとSDカードにコピーするのであれば，元のCDには必ずdiscinfo.htmlが入っているので大丈夫。だが，複数のタイトルを別のCDからコピーしてくる場合は，新たにdiscinfo.htmlを作らなければならないので，ハードルがぐんと高くなる(注7)。また，おしゃべりレコーダーでは，SDカードにデータがきちんと入っていても，タイトルの切り替えに時間がかかり動作が重いことがあるとの報告もある。

注e：KGSは2008年7月，BF-VOICEでタイトルを切り替えた際，前回止めた位置から再生が始まるように，ファームウェアを改良したとのことである。

注7：私は次の方法で行った。まずパソコンのハードディスク内に，SDカードに入れたいタイトルを集めるためのフォルダを作る。これを仮にcardimageと名づける。cardimageの中に，入れたいDAISYタイトルのフォルダを複数コピーしてくる。DAISYタイトルは1タイトルにつきフォルダが1つで，その中にncc.htmlという制御ファイルや音声ファイルなどが入っている。コピーが済んだら，そのうちの1つのタイトルをPRSで開き，ビルドブックを実行する。これで，cardimage内の全てのDAISYタイトルの情報が入ったdiscinfo.htmlが作成される。最後にcardimageの中身をそっくりSDカードのルートにコピーする。
１０．新しいDAISYの機能
　VRストリームは，今までのDAISYプレーヤーにはなかった新しい機能をいくつか備えているらしい。「らしい」と書いたのは，それらを実際に試せていないからだ。

　一つは，テキストの合成音声読み上げ。現在の“プレリリース版”には日本語の読み上げソフトが組み込まれていないため，試すことができなかった。テキストがリンクされたDAISYタイトルで，テンキーの[9]を押すことで，肉声の音声と合成音声を切り替えて聞けるらしい。テキストの読み上げは，連続読みだけなのか，1文字ずつたどって漢字やスペルを確認することができるのかなどは不明である。(注8)
　もう一つは，VRストリームの設定メニュー中にある「スキップ」の項目。ここでは，「脚注」「ページ番号」「製作者注」「サイドバー」のそれぞれについて再生するかスキップするかが選択できるようだ。どうやらDAISY 3で新たに規格化された要素に対応するらしい。想像するに，例えば，DAISY編集段階で脚注部分に何か印を入れておくと，本文と脚注を合わせて再生するか，脚注は飛ばして本文だけを再生するかがあらかじめ選べるのではないか。もっとも，この機能に対応するDAISY編集ソフトはまだないので(英語用はあるのかもしれないが日本語化されたものはないと思われる)，その有効性が評価できるのは少し先になりそうである。
注8：テキストや画像をリンクしたDAISY(いわゆるマルチメディアDAISY)は，ディスレクシアの人たち向けに画面上の文字や画像と音声を同期させながら提示する手法が有効だとして注目され，その分野での研究が主に進められている。一方，視覚障害関連では，弱視者向けに大きな文字や画像を提示しながら音声を再生する方法が試みられているが，ディスレクシアの分野に比べると注目度が低いように感じられる。画面を見ることのできない重度の視覚障害者にとっても，テキストの情報を有効に用いたDAISYの作り方や活用方法があるのではないかと私は思っているのだが，その研究は遅れているようだ。この分野を発展させるためには，マルチメディアDAISYを編集するソフトとして，Sigtuna 3よりももっと使い勝手がよく，しかもスクリーンリーダ・ユーザーにもアクセシブルなソフトの開発が不可欠であると同時に，マルチメディアDAISYを再生するソフトのアクセシビリティも改善しなければならない。私は最近知ったのだが，日本障害者リハビリテーション協会が開発・配布しているDAISY再生ソフトamis（アミ)は，操作の重要な部分でマウスを使わないとできないところがあり，全盲者には“使えない”ソフトなのである。いろいろな障害の状態に応じた使い方ができることをうたったソフトだけに，極めて残念である。

１１．後発シナノケンシの小型プレーヤーはいかに？
　DAISYの普及には小型プレーヤーの開発が不可欠と言われて久しい。今年に入りようやく複数の製品が登場する中，DAISYプレーヤーの老舗シナノケンシが満を持して発売を予告しているPTP1とはどんな製品なのだろうか。同社のホームページにはまだその概略しか発表されていない。大きさが112×55×16mm，重さ150g以下とあるので，BF-VOICEやVRストリームと似たようなサイズ。記憶メディアにSDカードを使うのも同じだ。PTR1・PTR2とつなげば，パソコンなしでCDからSDカードに図書をコピーできる。テキストの読み上げにも対応するらしい…と公式の情報はこれぐらいである。
　そこで，私がPTP1に期待したいことを次にいくつか書くことにする。
（１）PTR2の高機能をそのままに：再生・録音のいずれにおいても，PTR2で実現した高機能を引き継いでほしい。小型だからこれができない，あれをオミットしたということでは，ユーザーは満足しないと思う。
（２）ビギナー向けの簡単モードも必要：上記と矛盾するが，多機能を望まないユーザーも多くいる。カセットテープからの乗り換えを促進する意味でも，機能をしぼった簡単モードが必要だろう。PTN1のように，一部のキーをマスクするカバーを用意するか，ソフト的に一部の操作を無効にするなどの手法が考えられる。
（３）ネット接続を実現してほしい：現状では，びぶりおネットの利用にはパソコンが不可欠。パソコンの操作が難しいという要素とともに，パソコンを家族で共用している場合，読書のためにパソコンをそんなに長時間占領できないとの声もある。もしPTP1単体でびぶりおネットが利用可能となれば，ユーザー層がずっと広がるだろう。
　ことのついでに，びぶりおネットについてもう一言。びぶりおネット利用のハードルを低くするためには，パソコンを使わなくても済むようにする(DAISYプレーヤーそのものが通信機能を持つ)こととともに，図書の検索から図書データの送信までを人間のオペレータが対応するシステムを作るのがよいのではないかと，私は考えている。つまり，パソコンか専用機かにかかわらず，機械相手に書名を入力したりジャンル別のリストをめくったりといった操作になじめないユーザーが多くいるのではないか。ならば，利用者が図書館に電話して，「これこれの本を貸してください」「これこれに関する本はありませんか」などと係の“人”と対話し，最後にCDを郵送してもらうかわりに，手元のプレーヤーに向かってDAISYのデータを送信してもらいSDカードに格納。この形が実現すれば，今の図書館利用となんら変わらない方法で，しかも郵送のための数日を待つことなく，多くのDAISY図書が利用できるようになるはずである。しかも，この係の“人”は図書館の中で勤務する必要はない。パソコンとネット環境さえあれば，どこででも勤務可能なのである。ICTの恩恵を皆が享受できる仕組みというのは，技術屋さんが考えるよりもずっと多く“人”をからませたシステムなのではないかと，私は考えているのである。
　最後は今回のテーマである小型プレーヤーから話が逸れてしまったが，小型プレーヤーはこれからがシェア争いの本番である。VRストリームが正式版となり，PTP1が参入する。他の機種のバージョンアップもあるかもしれない。そんな中で，ユーザーを支援する製品比較情報はますます重要になってくるだろう。なごや会のメンバーの力は，こんなところにも活かされるのではないだろうか。
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